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厚生労働省・要請調査研究 

女性活躍と両立支援に関する調査 

20・30 代正規従業員調査票 
（20･30 代の男女正規従業員・職員の方が対象です） 

 

＜お願い＞ 
 
１ この調査は、厚生労働省の要請を受けて独立行政法人である労働政策研究・研修機構が実施する

ものです。 
 
２ 民間企業でなく団体にお勤めの方は、調査票中、会社・企業は「団体」、従業員・社員は「職員」

など適宜読み替えてご回答ください。 
 
３ ご回答いただいた内容は全て統計的に処理しますので、個々の回答をそのままの形で、お勤め先

や厚生労働省に提供したり公表することは絶対にありません。ありのままをご回答ください。 
 

４ 設問へのご回答は、選択肢がある場合はその番号を○で囲み、それ以外の場合は適宜ご記入く

ださい。なお、各問において特別の回答方法をお願いしている場合はそれに沿ってお答えくださ

い。特にことわりのない場合、調査に回答いただく時点は、平成 30（2018）年 1 月 1 日現在の

状況でお答えください。 
 

５ 回答のご記入が終わりましたら、返信用封筒を用いて、１月 19日（金）までに郵便ポストに

ご投函ください。（勤務先に提出する必要はありません。） 
 

６ この調査の実施業務は、調査機関である株式会社日本統計センターに業務委託しておりますの

で、この調査についてのご質問は、当該機関の下記担当部署までお問い合わせください。なお、

その他不明な点がありましたら、当機構のこの調査の担当までご照会ください。 
 

７ 本調査の趣旨をご理解の上、何とぞご協力くださいますようお願い申し上げます。 
 
 

■ 調査の記入方法、配布・回収に関するお問い合わせ 

（調査の送付・回収）株式会社  日本統計センター 

〒101-0031 東京都千代田区東神田 2-9-14 担当：調査部 岩瀬・原田 

TEL：03-3861-5391  E-mail: chosa1@ntc-ltd.com 

URL：http://www.ntc-ltd.com/ 

 

■ 調査の趣旨についてのお問い合わせ 

（調査実施）     独立行政法人 労働政策研究・研修機構  
〒177-8502 東京都練馬区上石神井 4-8-23 担当：働き方と雇用環境部門 池田 

TEL：03-5903-6196  E-mail: ikeda@jil.go.jp 
URL http://www.jil.go.jp/ 
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Ⅰ．最初に、あなたご自身のことと、入社前後のことについておたずねします。 

問１－１【性別】（１つに○） 
 

１ 男性    ２ 女性 

 
 
問１－２【年齢】2018（平成30）年１月１日現在のご自身の満年齢をご記入ください。 
 
 
 
 
 
 
 

問１－３【入社年】現在働いている勤務先（会社）に入社したのは何年ですか？（１つに○） 

 

１ 2017（平成29）年 

２ 2017（平成29）年より前 →付問 入社は西暦何年ですか？ 

 

 

 

 

 

 

問１－４【仕事を探しているときに重視したこと】 

現在の勤務先（会社）に入るために行った就職活動や求職の際に、あなたが重視したのはどのようなことで

すか？実際の勤務先（会社）の特徴ではなく、求職中にあなたが重視していたことで、あてはまるものいく

つでも○をつけてください。（いくつでも○） 
 

１ 雇用が安定している  
２ 賃金が高い 
３ 昇進できる可能性が高い 
４ 長く働ける 
５ 将来性がある 
６ 有名企業である 
７ 社会の役に立つ 
８ 自分の能力が活かせる 
９ 資格が活かせる 
10 キャリアのステップになる 
11 興味が持てる仕事である 

12 転勤の有無や頻度の面で、家庭生活と両立しやすい 
13 勤務時間の配慮、残業時間の面で、家庭生活と両立しやすい 
14 採用される可能性が高い 
15 地元または地元近郊の地域で働ける 
16 多様な正社員制度（勤務地限定、職種限定、勤務時間限定）がある 
17 女性が活躍している 
18 その他（                     ） 
19 特になし 

  

満 

  

歳 

西暦 

    

年 入社 
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問１－５【公表数値の認知とわかったら良かったもの】 

現在の勤務先（会社）を選ぶ際に、①次のような勤務先（会社）の数値情報を調べたり、採用のパンフレッ

トなどで目にしたことがありますか？また、現在の勤務先（会社）を選ぶ際に、②わかったら良かったと思

うものはありますか？また、③今後、あなたがもし転職することになったとき、勤務先（会社）を選ぶ際に

チェックしたいのはどの項目ですか？あてはまるものいくつでも○をつけてください。（いくつでも○） 
（採用（雇用管理）区分が複数あって答えにくい場合は、ご自身の採用（雇用管理）区分についてお答えく

ださい。） 
※平成28（2016）年4月に施行された「女性活躍推進法」において、301人以上の企業に以下の項目の中から１つ以上の項目の公表

が義務化されています。 

 ①
自
分
で
調
べ
た
り
、

目
に
し
た
も
の 

②
わ
か
っ
た
ら 

良
か
っ
た
も
の 

③
今
後
転
職
す
る 

場
合
に
チ
ェ
ッ
ク

し
た
い
も
の 

その年に採用された労働者に占める女性労働者の割合 １ １ １ 

採用における男女の競争倍率または採用における競争倍率の男女比

（男性の倍率を１としたときの女性の倍率） ２ ２ ２ 

全労働者に占める女性労働者の割合 ３ ３ ３ 

男女の平均継続勤務年数の差異または男女別の採用10年前後の 
継続雇用割合 ４ ４ ４ 

男女別の育児休業取得率 ５ ５ ５ 

全労働者（全社員・全職員）の一月当たりの平均残業時間 ６ ６ ６ 

採用（雇用管理）区分ごとの一月当たりの労働者の平均残業時間 ７ ７ ７ 

年次有給休暇の取得率 ８ ８ ８ 

係長級にある者に占める女性労働者の割合 ９ ９ ９ 

管理職に占める女性労働者の割合 10 10 10 

役員に占める女性の割合 11 11 11 

男女別の職種または雇用形態の転換実績 12 12 12 

男女別の再雇用または中途採用の実績 13 13 13 

その他 14 14 14 

いずれもない 15 15 15 

 

【その他を選ばれた方】 

付問 どのような数値情報か具体的にご記入ください。 
①自分で調べたり、目にしたもの  （                           ） 

 
②わかったら良かったもの     （                           ） 
③今後、転職することになったときにチェックしたいもの 

（                           ） 
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Ⅱ．現在のお仕事の状況についておたずねします。 

問２－１【職業】現在のお仕事（職業）は、次のどれに当たりますか？（１つに○） 

※あてはまるものが複数ある場合は、主なもの１つをお答えください。 
 

１ 教師・保育士・看護師 
２ 専門的職業（研究者、医師、ケアマネジャー、弁護士、税理士、薬剤師、栄養士、編集者、通訳など） 
３ 技術者（システムエンジニア、プログラマー、機械技術者、電気技術者、測量技術者、歯科技工士など） 
４ 管理的職業（会社経営者・役員、課長以上の管理職） 
５ 事務職（営業事務、経理事務、秘書、集金、速記者、キーパンチャーなど） 
６ 営業職（バイヤー、セールス、保険外交員、セールスエンジニア、MRなど） 
７ 販売職（小売店主・店員、レジ係、不動産売買、保険代理・仲介人など） 
８ 介護職（ホームヘルパー、介護福祉士など） 
９ サービス職（調理師、美容師、ﾊﾞｰﾃﾝﾀﾞｰ､ｳｪｲﾄﾚｽ、旅行添乗員、仲居、ビル管理人、ビラ配りなど） 
10 運輸・通信的職業（運転手、電話交換手、郵便集配員など） 
11 保安的職業（警察官、自衛官、消防員、警備員など） 
12 技能工・労務職（組立・修理工、DTPオペレーター、工場での製造、新聞配達、商品の陳列、清掃員など） 
13 農林漁業作業者（農耕・畜産・養殖・造園など） 
14 その他 (                                         ) 

 
問２－２【勤務時間制度】現在、勤務先（会社）ではどのような勤務時間制度を利用していますか。また今後利

用したい制度はありますか？（それぞれあてはまるものいくつでも○） 

 

 

①
現
在
利
用
し
て 

い
る
制
度 

②
今
後
利
用
し
た
い 

勤
務
時
間
制
度 

交替制・シフト制（日によって異なる始業・終業時刻が定められている） １ １ 

変形労働時間制（繁忙期など一定の期間だけ異なる勤務時間が定められている） ２ ２ 

フレックスタイム制（一定の時間内で始業・終業時刻を自分で調整できる） ３ ３ 

事業場外のみなし労働時間制（外勤の多い仕事などのため、あらかじめ決められ

た時間を働いたとみなされる） ４ ４ 

裁量労働制（専門職・企画職等で、あらかじめ決められた時間を働いたとみなさ

れる） ５ ５ 

在宅勤務制度（勤務先の事業所の代わりに自宅で仕事を行うことができる制度） ６ ６ 

育児または介護のための短時間勤務制度 ７ ７ 

短時間正社員制度（育児・介護の短時間勤務制度でなく、正社員でありつつも、

所定労働時間を短縮して働くことができる制度） ８ ８ 

いずれでもない（ふつうの勤務時間制度）／いずれも利用したくない ９ ９ 

 

問２－３【１週間の平均実労働時間(残業含む)】 

あなたの平均的な１週間の労働時間（残業を含む）はどれくらいですか？ 

平均週   時間くらい 回答例）平均週 ４ ８ 時間くらい   
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問２－４【年次有給休暇】 

平成28（2016）年度（平成28年4月1日から平成29年3月31日）のあなたの年次有給休暇（年休）は何日付与

されましたか？前年度からの繰越分を含めずにお答えください。 

また、平成28年度内に何日取得しましたか。年次有給休暇の付与がない方や、平成28年度の1年間に仕事を

していなかった方は「０」日とご記入ください。 
※年度始まりが4月から翌年3月と異なる方は直近の１年間についてお答えください。 

※時間単位で取得した場合、半日以上は1日に切り上げ、半日未満は切り捨ててお答えください。 

（付与日数）              （取得日数） 

年   日の年次有給休暇のうち   日取得した 

 

問２－５【個人年収】 

平成28年（2016）年のあなたご自身の年収（税・賞与含む）はおいくらでしたか？（１つに○） 

 

１ なし    ８ 700万円台 
２ １～100万円台   ９ 800万円台 
３ 200万円台        10 900万円台 
４ 300万円台            11 1,000万円台 
５ 400万円台            12 1,100～1,200万円台 
６ 500万円台            13 1,300～1,400万円台 
７ 600万円台            14 1,500万円以上 

 

Ⅲ．今後のキャリア、職場・仕事に対するお考えについておたずねします。 

問３－１【役職】 

現在の役職は、次のどれに当たりますか？（１つに○）※係長・主任などの役職名を使用していない場合や、

選択肢にない役職については、貴社の実態によりご自身の役職に相当する選択肢を適宜ご判断ください。 

 
１ 役職なし（一般社員）   ４ 部長・部長相当職以上 
２ 係長・主任相当職    ５ 役員 
３ 課長・課長相当職 

 

問３－２【昇進希望】 

あなたは現在働いている勤務先（会社）で、以下のどこまで昇進したいと思っていますか？（１つに○） 

 

１ 役職なし（一般社員）   ４ 部長・部長相当職 
２ 係長・主任相当職    ５ 役員 
３ 課長・課長相当職    ６ 社長・代表 

 

問３－３【今後の働き方の希望】 

あなた自身の今後の働き方についてどのようにお考えですか、次のうちあなたのお気持ちに最も近いもの１

つに○をつけてください。（１つに○） 

 

１ 現在の勤務先（会社）で働き続けたい 
２ 別の勤務先（会社）に移りたい 
３ 新たに自分で会社（商売や事業）を起こしたい 
４ いったん働くことをやめて、その後パート等の非正規として働きたい 
５ いったん働くことをやめて、その後正社員として働きたい 
６ その他（                             ） 
７ 働くことをやめたい →６頁の問４－１へ 
８ 特に決めていない  →６頁の問４－１へ  
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付問【問３－３で選択した今後の働き方の希望を選択するに当たって重視すること】 

問３－３で今後の働き方を希望するに当たって、あなたが重視するのはどのようなことですか？あてはまるも

のいくつでも○をつけてください。（いくつでも○） 
 

１ 雇用が安定している  
２ 賃金が高い 
３ 昇進できる可能性が高い 
４ 長く働ける 
５ 将来性がある 
６ 有名企業である 
７ 社会の役に立つ 
８ 自分の能力が活かせる 
９ 資格が活かせる 
10 キャリアのステップになる 
11 興味が持てる仕事である 

12 転勤の有無や頻度の面で、家庭生活と両立しやすい 
13 勤務時間の配慮、残業時間の面で、家庭生活と両立しやすい 
14 採用される可能性が高い 
15 地元または地元近郊の地域で働ける 
16 多様な正社員制度（勤務地限定、職種限定、勤務時間限定）がある 
17 女性が活躍している 
18 その他（                     ） 
19 特になし 
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Ⅳ．女性社員の活躍のための施策についておたずねします。 

問４－１【相談窓口、メンター、ロールモデル】 

 
ａ）現在の勤務先（会社）には妊娠・出産・育児休業等に関するハラスメント（いわゆるマタハラ）の相談窓口

がありますか？（１つに○） 
 

１ あり   ２ なし   ３ わからない 
 

ｂ）あなたにはご自身の働き方やキャリアについて相談できる人が現在の勤務先（会社）にいますか。（１つに○） 

 

１ いる   ２ いない 
 

ｃ）あなたにはご自身のキャリアのお手本となる人が勤務先（会社）にいますか。次の中からあてはまる方をす

べてお答えください。（いくつでも○） 

 
１ 男性の管理職にいる  
２ 女性の管理職にいる  
３ 管理職以外の男性にいる 
４ 管理職以外の女性にいる 
５ いない 

 
問４－２【女性活躍推進法について】 
ａ）「女性活躍推進法」において、自社の女性の活躍に関する数値情報の公表が義務化されていますが（300人以

下の中小企業は努力義務）、あなたは自分の勤務先（会社）の数値情報が公表されているかどうか知ってい

ますか？（１つに○） 
 

１ 公表されているのを知っている 
２ 公表されていないのを知っている 
３ 公表されているかどうか知らない 

 
ｂ）「女性活躍推進法」において、女性の活躍を推進するために自社の行動計画を作成して提出することが義務

化されていますが、（300人以下の中小企業は努力義務）、あなたは自分の勤務先（会社）の行動計画の中身

を知っていますか？（１つに○） 
 

１ 中身を知っている 
２ 中身を知らない  
３ 行動計画を作成していない（300人以下の企業） 
４ 行動計画を作成しているかどうか知らない 

 

問４－３【会社の取り組み具合】 

あなたの勤務先（会社）では、平成28（2016）年4月の「女性活躍推進法」施行以降、女性活躍に積極

的に取り組んでいる（または引き続き積極的に取り組んでいる）と思いますか？（１つに○） 
 

１ とても積極的に取り組んでいる       選択肢１・２・３に答えた方は 
２ やや積極的に取り組んでいる        次頁の付問１・２へ 
３ あまり積極的でないが取り組んでいる 
４ 取り組んでいない             ８頁の 
５ わからない・女性活躍推進法を知らない    問５－１へ 
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【「取り組んでいる」（選択肢１・２・３）とお答えになった方におたずねします。】 

付問１【自身への影響】 

勤務先（会社）が平成 28（2016）年 4 月施行の女性活躍推進法のための施策を取り組んだことにより、

あなた自身は次のような変化や影響があったように思いますか？次の各項目について、あてはまるもの

１つに○をつけてください。（それぞれ１つに○） 

 
 あ

て
は
ま
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

あ
て
は
ま
る 

ど
ち
ら
と
も 

い
え
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

あ
て
は
ま
ら
な
い 

あ
て
は
ま
ら
な
い 

ａ）仕事にやりがいを感じるようになった １ ２ ３ ４ ５ 

ｂ）新しいことにチャレンジしてみようと思うようになった １ ２ ３ ４ ５ 

ｃ）昇進したいと思うようになった １ ２ ３ ４ ５ 

ｄ）これからも、今の会社で働き続けたいと思うようになった １ ２ ３ ４ ５ 

ｅ）この会社で働くことに安心感をもつようになった １ ２ ３ ４ ５ 

ｆ）自分の持っている能力を十分に発揮できるようになった １ ２ ３ ４ ５ 

 
付問２【職場への影響】 

平成28（2016）年4月施行の女性活躍推進法のための施策を取り組んだことにより、あなたの職場には次

のような変化や影響があったように思いますか？次の各項目について、あてはまるもの１つに○をつけて

ください。（それぞれ１つに○） 

 

 

そ
う
思
う 

や
や 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
と
も 

い
え
な
い 

あ
ま
り
そ
う 

思
わ
な
い 

そ
う 

思
わ
な
い 

ａ）女性活躍に向けた社内の意思統一ができた １ ２ ３ ４ ５ 

ｂ）職場が活性化した １ ２ ３ ４ ５ 

ｃ）残業削減がすすんだ １ ２ ３ ４ ５ 

ｄ）仕事の進め方が効率的になった １ ２ ３ ４ ５ 

ｅ）職場の女性社員が以前より活躍できるようになった １ ２ ３ ４ ５ 

ｆ）離職者が減った １ ２ ３ ４ ５ 

ｇ）女性に対する偏見が強まった １ ２ ３ ４ ５ 

ｈ）気楽に働けなくなった １ ２ ３ ４ ５ 
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Ⅴ．両立支援制度やワーク・ライフ・バランスなどについておたずねします。 

問５－１【両立支援制度】あなたが出産（男性の方は、子の誕生）・育児・介護をすることになった場合、①現

在の勤務先（会社）では、次の制度をあなたは利用できますか？実際の利用の有無にかかわらず利用でき

る制度をいくつでもお答えください。また、②現在の勤務先（会社）で、あなたご自身がこれまでに利用

した経験がある制度（現在利用中を含む）についてもお答えください。 

 ①あなたが利用

できる制度 
（いくつでも○） 

②現在の勤務先でこ

れまでに利用経験が

ある制度（現在利用

中を含む） 
（いくつでも○） 

産前産後休業（産休）制度・配偶者出産休暇 １ １ 

育児休業（育休）制度 ２ ２ 

育児のために利用できる短時間勤務（時短）制度 ３ ３ 

育児のために利用できる始業・終業時刻の繰上げ・繰下げ ４ ４ 

育児のために残業や休日労働が免除される制度 ５ ５ 

病気やケガをした子どもの看護休暇制度 ６ ６ 

介護休業制度（介護のために連続した期間取得できる休業） ７ ７ 

介護休暇制度（介護のために１日以下の単位で取得できる休暇） ８ ８ 

介護のために利用できる短時間勤務（時短）制度 ９ ９ 

介護のために利用できる始業・終業時刻の繰上げ・繰下げ 10 10 

介護のために残業や休日労働が免除される制度 11 11 

いずれもない 12 12 

 

問５－２【両立支援・ワーク・ライフ・バランスへの取り組みについて】現在の勤務先（会社）の両立支援やワ

ーク・ライフ・バランスへの取り組みについてどのように思われますか？次の各項目について、当てはま

るもの１つに○をつけてください。（それぞれ１つに○） 
 そ

う
思
う 

や
や 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
と
も 

い
え
な
い 

あ
ま
り
そ
う

思
わ
な
い 

そ
う 

思
わ
な
い 

ａ）女性が結婚・出産後も辞めることなく働ける環境にあると思う １ ２ ３ ４ ５ 

ｂ）女性が育児休業をとりやすい環境にあると思う １ ２ ３ ４ ５ 

ｃ）女性が短時間勤務をとりやすい環境にあると思う １ ２ ３ ４ ５ 

ｄ）男性の育児休業取得に積極的であると思う １ ２ ３ ４ ５ 

ｅ）１年間の有給休暇をすべて消化できる環境にあると思う １ ２ ３ ４ ５ 

ｆ）男女の区別なく活躍できる環境にあると思う １ ２ ３ ４ ５ 
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問５－３【育児介護休業法の改正の周知】 

育児・介護休業法が改正されて、平成29（2017）年1月から施行されましたが、現在の勤務先（会社）から

改正について説明がありましたか？（１つに○） 

 

１ 説明会や面談で口頭での説明があった 

２ 文書やパンフレットが配布されただけで口頭での説明はなかった 

３ その他（                                       ） 

４ わからない・覚えていない 

５ 説明はなかった 

 

問５－４【育児・介護休業法の改正の内容について】 

次の育児・介護休業法の主な改正ポイントのうち、あなたが、知っているものいくつでも○をつけてくださ

い。（いくつでも○） 
 

１ 介護休業について、対象家族１人につき通算93日１回だったが、３回まで分割取得できるようになった 
２ 介護休暇について１日単位で取得だったのが、半日単位で取得できるようになった 
３ 今まで介護のための残業の免除の制度がなかったが、制度が新たにできた 
４ 有期契約の社員の育児休業の取得要件が緩和された 
５ 子の看護休暇について１日単位で取得だったのが、半日単位で取得できるようになった 
６ 保育園に入れない場合等に、最長２歳まで育児休業の再延長ができるようになった 

７ その他（                                       ） 
８ いずれも知らない 

 
問５－５【仕事と育児・介護との両立見込み】 

近い将来、あなたに次のようなことがあった場合、現在の勤務先（会社）で、それらと仕事とを両立しなが

ら、働き続けることができると思いますか？（それぞれ１つに○） 

 現在の勤務先

で働き続ける

ことができる

と思う 

現在の勤務先

で働き続けら

れないので、働

くことをいっ

たんやめると

思う 

現在の勤務先

で働き続けら

れないので、別

の勤務先に転

職すると思う 

わからない 

ａ）近い将来、子どもが生まれた場合 １ ２ ３ ４ 

ｂ）近い将来、家族の介護が発生した場合 １ ２ ３ ４ 

 

問５－６【夫婦間のワーク・ライフ・バランス】家事・育児と仕事について、a）あなたが望む生き方と、b）あ

なたの配偶者やパートナーに望む生き方は、次のうちどのようなものでしょうか？あなたのお気持ちに最も

近いものを１つずつお答えください。現在配偶者がいない方は、将来の配偶者に望む生き方をお答えくださ

い。（それぞれ１つに○） 

 家
事
・
育
児
は
し
な
い
で
、

仕
事
に
専
念
す
る 

家
事
・
育
児
も
す
る
が
、 

仕
事
を
優
先
す
る 

家
事
・
育
児
も
仕
事
も 

同
じ
く
ら
い
す
る 

仕
事
も
す
る
が
、 

家
事
・
育
児
を
優
先
す
る 

仕
事
は
し
な
い
で
、 

家
事
・
育
児
に
専
念
す
る 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

ａ）あなたが望む生き方 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

ｂ）配偶者やパートナーに望む生き方 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
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問５－７【夫婦間の経済的な分担】 

あなたが理想とする夫婦の経済的な役割分担は次のどれに近いですか？配偶者がいない方は、配偶者がいる

場合を想定してお答えください。（１つに○） 

 

１ 夫の収入だけで生活費をまかなう   ４ 妻の収入を主とするが夫の収入も生活費にあてる 

２ 夫の収入を主とするが妻の収入も生活費にあてる  ５ 妻の収入だけで生活費をまかなう 

３ 夫婦の収入を同等に生活費にあてる   ６ わからない 

 

Ⅵ．最後に、あなた自身やご家族のことについておたずねします。 

 

Ｆ１【最終学歴】最後に卒業された学校は次のうちどれに当たりますか？（１つに○） 
 

１ 大学・大学院卒   ４ 高校卒 
２ 短大・高専卒   ５ 中学校卒 
３ 専門学校卒   ６ その他（                 ） 

 

Ｆ２【お子さんの有無など】現在、お子さんがいらっしゃいますか？（１つに○） 

 

１ いる   ２ いない→Ｆ３【結婚経験】へ 

↓ 
【「子どもがいる」の方のみにおたずねします】 

 

付問１ お子さんの人数は何人ですか？ 
 

人  

    

付問２ 一番上のお子さんの年齢は何歳ですか？ 

＊お子さんがお一人の方はこちらに記入してください 
満 

  

歳 

     

付問３（お子さんが２人以上いらっしゃる方へ） 

一番下のお子さんの年齢は何歳ですか？ 
満 

  

歳 

     

 
 

【すべての方におたずねします】 

 
Ｆ３【結婚経験・初婚年齢】これまでに、ご結婚（事実婚を含む）をされたことがありますか？（１つに○） 
 

１ 結婚したことがある・現在結婚している  ２ ない（未婚）→次頁のＦ５【同居家族】へ 

↓ 
次頁のＦ４【配偶者有無】へ 
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Ｆ４【配偶者有無】現在、配偶者（事実婚を含む）がいますか？（１つに○） 
 

１ いる      ２ いない →Ｆ５【同居家族】へ 

↓ 
【「配偶者がいる」の方のみにおたずねします】 

 
付問１【配偶者の最終学歴】配偶者の方が最後に卒業された学校は次のうちどれに当たりますか？（１つに○） 

 

１ 大学・大学院卒   ４ 高校卒 
２ 短大・高専卒   ５ 中学校卒 
３ 専門学校卒   ６ その他（                 ） 

 

 
付問２【配偶者の就業形態】配偶者の方の現在の就業形態は次のうちどれに当たりますか？（１つに○） 
 

１ 民間の正社員（あなたと同じ会社） ６ 契約・嘱託 
２ 民間の正社員（別の会社）  ７ 派遣 
３ 公務員（正規職員）  ８ その他（                ） 
４ 自営・自由業   ９ 現在は働いていない 
５ パート・アルバイト、臨時職員 

 
付問３【配偶者の年収】昨年（2016年）の配偶者の方の年収（税・賞与含む）はおいくらでしたか？（１つに○） 
 

１ なし    ８ 700万円台 
２ １～100万円台   ９ 800万円台 
３ 200万円台   10 900万円台 
４ 300万円台   11 1,000万円台 
５ 400万円台   12 1,100～1,200万円台 
６ 500万円台   13 1,300～1,400万円台 
７ 600万円台   14 1,500万円以上 
     15 わからない 

 
【すべての方におたずねします】 

 

Ｆ５【同居家族】現在、同居されている方すべてに○をしてください。（いくつでも○） 
 

１ 同居者はいない  ４ 自分の父親  ７ 配偶者の母親 
２ 配偶者   ５ 自分の母親  ８ その他 
３ 子ども   ６ 配偶者の父親    （             ） 

 
Ｆ６【要介護者の有無】現在、同居のご家族に介護を必要とする方はいますか。（１つに○） 
 

１ いる   ２ いない  ３ 同居者はいない 

 
 

質問は以上です。最後までご協力いただき、ありがとうございました。 

ご記入いただきました調査票は、返信用封筒に入れて、 

 1 月 19 日（金）までにご返送ください。 
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